
白
楽
天
の
草
堂
生
活

丹

羽

博

之

要

旨
元
和
十
年
秋
、
白
楽
天
は
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
、
溝
陽
に
下
る
。
そ
の
地
で
、
盧
山

の
香
炉
峰
の
近
く
に
草
堂
を
構
え
、
半
隠
の
生
活
を
送
る
。
こ
の
草
堂
は

綿
密
な
計
画
の
下
に
造
営
さ
れ
、
十
分
に
満
足
の
い
く
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は

「草
堂
記
」
や
そ
の
他
の
詩
文
か
ら
窺
わ
れ
る
。

酬

第

一
章
で
は
、
彼
の
草
堂
生
活
が
五
感

を
十
分
に
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
、
視
覚

・
聴
覚

・
嗅
覚

・
味
覚

・
触
覚
に
分
類
し
、
分
析
し
て
い
く
。
特

ー

に
人
工
的
に
池
や
泉
を
作
り
、
魚
を
放
ち
白
蓮
を
植
え
、
さ
ら
に
は
崖
か
ら
覧
を
架
け
て
そ
の
水
滴
を
楽
し
む
と

い
っ
た
、
手

の
込
ん
だ
趣
向
を
凝
ら
し
て
楽
し
ん

だ
こ
と
を
述
べ
る
。
茶
畑
も
作
り
、
そ

の
茶
や
酒
を
味
わ
い
、
琴

の
音
楽
や
自
然
の
音
も
楽
し
ん
で
い
る
。

第

二
章
で
は
、
白
楽
天
が
草
堂
建
設
に
当

っ
て
、
事
前
に
ど

の
よ
う
に
準
備
し
た
か
を
詩
文
か
ら
探
る
。
次
に
草
堂
建
設
に
あ
た

っ
て
経
済
的
な
裏
付
け
も
十
分

に
有

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
察
す
る
。

第
三
章
で
は
、
江
州
を
去

っ
た
後
、
白

楽
天
が
草
堂
を
追
憶
し
た
詩
を
考
察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
白
楽
天

草
堂
記

白
氏
文
集
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元
和
十

(八

一
五
)
年
秋
、
白
楽
天
は
宰
相
武
元
衡
暗
殺
事
件

の
上
疏
が
た
た

っ
て
、
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
る
。
国
を
思

っ
て
の
行
動
が
認
め
ら
れ
ず
、
憤
愚

や
る
か
た
な

い
思
い
で
任
地

へ
向

っ
た
。
不
満
は
あ
る
も
の
の
、
近
く
の
盧
山
は
景
勝
の
地
で
あ
り
、
そ
こ
に
草
堂
を
作
り
、
近
く
の
東
西
林
寺
の
僧
侶
達
と
親
交

を
深
め
た
。

草
堂
で
の
生
活
は
十
二
分
に
満
足
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
自
適

の
生
活
を
送
る
。
草
堂
生
活
に
つ
い
て
述
べ
た
詩
文
を
読
む
と
そ
の
こ
と
が
よ
く
分
る
。
本
稿
で

は
白
楽
天
の
草
堂
生
活
を
中
心
に
考
察
を
加
え
る
。

一
、
五

感

の
満

足

白
楽
天
は
草
堂
で
の
満
足
し
た
様
子
を
繰
返
し
述
べ
て
い
る
が
、
五

つ
の
感
覚
に
分
け
て
み
る
。

ωω

①
視
覚

草
堂
の
風
景
と
い
え
ば
、
香
炉
峰
の
雪
が
先
ず
思

い
浮
か
ぶ
が
、
草
堂
の
周
り
の
風
景
を

「草
堂
記
」
(以
下

「草
」
と
略
す
。
)
で
は
微
に
入
り
細
に
入
り
描
写

す
る
。
そ
の
代
表
的
な
も

の
を
挙
げ
る
。

「仰
観
山
、
傭
聴
泉
、
傍
睨
竹
樹
雲
石
。
(仰
ぎ
て
山
を
観
、
傭
し
て
泉
を
聴
き
、
傍
ら
に
竹
樹
雲
石
を
睨
む
。)
」

「其
四
傍
、
耳

・
目

・
杖
屡
可
及
者

、
春
有
錦
繍
谷
、
夏
有
石
門
澗
。

(其

の
四
傍
、
耳

・
目

・
杖
屡
ば
及
ぶ
べ
き
者
、
春

に
は
錦
繍
谷
有
り
、
夏
に
は
石
門
澗

有
り
。
)」

そ
そ

「堂
東
有
爆
布
、
水
懸
三
尺
、
潟
階

隅
、
落
石
渠
、
昏
暁
如
練
色
、
夜
中
如
環
颯
琴
筑
声
。
(堂

の
東
に
爆
布
有
り
、
水
懸
る
こ
と
三
尺
、
階

の
隅
に
潟
ぎ
、
石

か
ん
は

い
き
ん
ち
く

渠
に
落
ち
、
昏
暁
に
は
練
の
色
の
如
く
、
夜
中
に
は
環
堀
琴
筑

の
声
の
如
し
。)
」

等
と
あ
る
。

こ
の
他
、
「草
堂
前
新
開

一
池
、
養
魚
種
荷
、
日
有
幽
趣
。
(草
堂
の
前
に
新
た
に

一
池
を
開
き
、
魚
を
養
ひ
荷
を
種
ゑ
、
日
に
幽
趣
有
り
。)
」
(〇
三
〇
四
)
の
詩



に
は

「紅
鯉
二
三
寸
、
白
蓮
八
九
枚
」
と
あ
り
、
草
堂
の
前
の
池
を
見
て
楽
し
ん
で
い
る
が
、
詩
題
が
示
す
よ
う
に
こ
の
池
は
人
工
の
も

の
で
か
な
り
手

の
込
ん
だ

も

の
で
あ

っ
た
。
「祭
二匡
山

一文
」
(
一
四
五

一
)
に
も

「
開
構
池
宇

(池
宇
を
開
構
し
)
」
と
あ
る
。
後
に
洛
陽
で
の

「池
上
篇
」
の
世
界

の
萌
芽
が
已
に
窺
わ
れ
る
。

草
堂
か
ら
見
下
ろ
す
東
西
林
寺
や
九
江

の
眺
望
も
心
慰
め
る
も

の
で
あ

っ
た
に
違

い
な

い
。

②
聴
覚
A
:
鳥
獣

草
堂

で
聴
覚
と
言
え
ば
、
「遺
愛
寺
鐘
歌
枕
聴
」
が
す
ぐ
思

い
つ
く
が
、

つ

「香
鐘
峯
下
、
新
置
草
堂
、
即
事
詠

懐
、
題
於
石
上
。

(香
鎗
峰
の
下
、
新
た
に
草
堂
を
置
き
、
事

に
即
き
て
懐
を
詠
じ
、
石
上
に
題
す
。
)
」

(〇
三
〇
三
)
に

「有
時
聚
猿
鳥
、
終
日
空
風
姻

(時
有
り

て

猿
鳥
を
聚
め
、
終
日

風
姻
を
空
し
う
す
)」
と
あ
り
、
鳥
や
猿
の
鳴
き
声
も
白
楽
天
の
心
を
慰
め
た
。

B
:
泉
声

「草
堂
記
」
に
は
、
視
覚
と
と
も
に
泉

の
音
を

「仰

観
山
一、
傭

聴
泉

」

「夜
中
如

環

珊
筑
声

己

と
述
べ
る
。

Dω

し
か
も
、
「堂
西
椅
北
崖
右
趾
、
以
剖
竹
架
空
、
引
崖
上
泉
、
脈
分
綾
懸
、
自
管
注
砺
、
繋
彙
如
貫
珠
、
罪
微
如
雨
露
、
滴
渥
瓢
漉
、
随
風
遠
去
。
(堂

の
西
は
北

ゆ
う

し

み
ゃ
く
ぶ
ん
せ
ん
け
ん

み
ぎ
は

る
い
る
い

か
ん
し
ゅ

ひ

び

て
き

崖

の
右
趾
に
椅
り
、
剖
竹
を
以
て
空
に
架

し
、
崖
上

の
泉
を
引
き
、
脈
分
綾
懸
、
管
自
り
砺
に
注
ぎ
、
彙
繋
と
し
て
貫
珠
の
如
く
、
罪
微
と
し
て
雨
露

の
如
く
、
滴

れ
き
ひ
ょう
さ
い

涯
瓢
漉
と
し
て
、
風
に
随

つ
て
遠
く
去
る
。)
」
と
あ
る
よ
う
に
、
覧
を
作

っ
て
の
人
工
的
な
も
の
で
、
手

の
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
堂
前

の
池
が
人
工
的
で
あ

っ
た

こ
と
と
軌
を

一
に
す
る
。

な
お
、
泉
声

が
白
詩
に
登
場
す
る
の
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。

せ
ん
か
ん

「題

元
十
八
渓
亭

己

(〇
三
〇
二
)

に

「宿
君
石
渓
亭
、
溝
渓
声
満
耳

(君
が
石
渓

の
亭
に
宿
す
れ
ば
、
濤
渓
と
し
て
声
耳
に
満
て
り
)」
と
あ
り
、
そ
れ
以
前

の
詩
、
例
え
ば
仙
遊
寺
等
に
も
泉
は
あ

っ
た
と
思
う
が
詠
ま
れ
て
お
ら
ず
、
盧
山
草
堂
生
活
に
お

い
て
泉
声
が
初
め
て
登
場
す
る
。
そ
の
き

っ
か
け
の

一
つ
が
、
こ

の
元
十
八
渓
亭
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
盧
山
か
ら
流
れ
て
く
る
豊
富
な
泉

の
音
が
白
楽
天
の
心
を
慰
め
た
。
泉

の
音
は
詩
的
感
興
を
も
た
ら
し
、
新
た
な
詩
材

と
し
て
詠
ま
れ
て
い
く
。
な
お
、
こ
の
泉

は
陶
淵
明
、
恵
遠
の
虎
渓
三
笑
の
上
流
に
当
る
よ
う

で
あ
る
。
泉
の
音
に
は
耳
に
は
聞
こ
え
な

い
周
波
の
音
波
も
あ
り
、

そ
れ
が
癒
し
に
も
な
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

C
:
葉
風

白
楽
天
の
草
堂
生
活
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せ
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樹

々
に
そ
よ
ぐ
風
の
音
も
彼
を
慰
め
た
。
「
題
二遺
愛
寺
前
渓
松

己

(
一
〇
七
八
)
の
詩
に

「暑
天
風
械
械
、
晴
夜
雨
凄
凄

(暑
天

風
械
械
た
り
、
晴
夜

雨
凄

せ
い凄
た
り
)」
と
あ
り
、
そ
の
近
く
に
あ

っ
た
草
堂
で
も
松
や
竹
を
吹
く
風
の
音
に
耳
を
澄
ま
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

D
:
琴

「漆
琴

一
張
」

(「草
」
)
を
持
ち
込
み
、
自
ら

「北
窓
三
友
」
と
呼
ん
だ
琴
を
静
か
な
山
中
で
心
ゆ
く
ま

で
楽
し
ん
だ
。
鳥
獣
の
鳴
き
声
や
木

々
の
葉
ず
れ
、
自

然
そ
の
も
の
の
奏

で
る
音
。
人
の
手
を
加
え
た
泉
の
音
や
琴
の
音
色
等
様
々
に
工
夫
し
て
自
適
の
世
界
を
築

い
た
。
現
代
で
い
う
音
楽
セ
ラ
ピ
ー
に
通
じ
よ
う
。

③
嗅
覚

:
茶

・
草
花

め
い

ほ
う
せ
ん

「又
有
飛
泉
植
茗
、
就
以
烹
揮

(又
た
飛
泉
有
り
茗
を
植
え
、
就
き
て
以
て
烹
輝
す
)」

(「草
」
)
と
あ
り
、
好
き
な
茶
の
香
り
も
白
楽
天
を
慰
め
た
。
ま
た
、
「雑

カ
レ
ぶ
く

も
う
も
う

木
異
草
、
蓋
覆
其
上
。
緑
陰
濠
濠
、
朱

実
離
離
、
不
識
其
名
、
四
時

一
色
。
(雑
木
異
草
、
其
上
を
蓋
覆
す
。
緑
陰
濠
濠
、
朱
実
離
離
、
其
の
名
を
識
ら
ず
、
四
時

一
色
な
り
。
」
(「草
」
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
雑
木
異
草
の
香
り
も
有

っ
た
の
で
は
な

い
か
。

勿ω

④
味
覚

:
茶

・
山
菜

・
酒

め
い

ほ
う
せ
ん

「又
有
飛
泉
植
茗
、
就
以
烹
輝

(又
た
飛
泉
有
り
茗
を
植
ゑ
、
就
き
て
以
て
烹
輝
す
。
」
(「草
」
)
と
あ
り
、
盧
山
の
茶
の
味
と
香
り
を
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
の
他
、

「朝
喰
唯
薬
菜
、
夜
伴
只
紗
燈

(朝
に
喰
う
は
唯
だ
薬
菜
、
夜
に
伴
う
は
只
だ
紗
燈
」
)
(〇
九
八
三
)
と
あ
る
か
ら
、
山
菜
や
筍
に
舌
鼓
を
打

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ひ
つ
さ

筍
は
白
楽
天
の
好
き
な
食
べ
物

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
「左
乎
捲

一
壺
、
右
手
摯
五
絃

(左
に

一
壼
を
捲

へ
、
右
手
に
五
絃
を
摯
ぐ
)」

(〇
三
〇
三
)
と
あ
り
、
好
き

な
酒
も
草
堂
で
嗜
ん
で
い
た
。
詩
、
琴
、
酒
の
三
友
は
終
生
変
わ
ら
ぬ
彼
の
伴
侶
で
あ

っ
た
。

⑤
触
覚

温
度
や
湿
気
、
涼
風
な
ど
皮
膚
感
覚
も
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
快
適
に
な
る
よ
う
に
白
自
身

に
よ

っ
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
白

は
草
堂
の
様
子
を
以
下
の
よ
う

に
描
写
す
る
。

「来
陰
風
防
祖
暑
也

(陰
風
を
来
た
ら
し
め
て
租
暑
を
防
げ
ば
な
り
」

(「草
」)
「盛
夏
風
気
如
八
九
月
時

(盛
夏

の
風
気
も
八
九
月

の
時

の
如
し
)
」

(「草
」)

な
ん
え
ん

「南
管
納
日
冬
天
媛
、
北
戸
迎
風
夏

月
涼

(南
管
日
を
納
め
冬
天
媛
か
に
、
北
戸
風
を
迎

へ
て
夏
月
涼
し
)
」
(〇
九
七
五
)



か
ん

こ

さ
ん
ち
ゅう

「雲
生
澗
戸
衣
裳
潤
、
嵐
隠
山
厨
火

燭
幽

(雲
澗
戸
に
生
じ
て

衣
裳
潤
ひ
、
嵐
山
厨
を
隠
し
て
火
燭
幽
か
な
り
)」

(〇
九
七
七
)

こ
の
他
、
新
た
に
引

い
た
泉

の
飛
び
散

る
あ
た
り
に
は
体
に
良

い
と
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
も
飛
び
交

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
余
談
だ
が
、
滝
に
打
た
れ
る
修

き
ょ
う
し
ょ
う

か
ん

行
も
案
外
こ
う
し
た
効
果
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
「堂
前
有
喬
松
十
数
株
、
脩
竹
千
余
竿

(堂
前
喬
松
十
数
株
、
脩
竹
千
余
竿
有
り
)」

(「与
二
微
之
書

己
)
と
あ

り
、
今
で
言
う
森
林
浴

の
効
果
も
あ

っ
た
。

以
上
、
草
堂
は
彼
の
五
感
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
十
分
快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
池
を
開
き
、
泉
を
引
き
、
覧
を
架
け
る
な
ど
自
ら
工
夫
し
て
い

る
点
も
見
逃
せ
な

い
。
こ
う
し
た
、
環

境
や
生
活
は
現
代
医
学
の
目
か
ら
見

て
も
癒
し
の
空
間
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
自
覚
し
て
い
た
よ
う
で
、
「
平

こ
と
こ
と

生
所
好
者
、
尽
在
其
中
。
不
唯
忘
帰
、
可
以
終
老
。
此
三
泰
也
。

(平
生
好
む
所

の
者
、
尽
く
其
の
中
に
在
り
。
唯
に
帰
る
を
忘

る
る
の
み
な
ら
ず
、
以
て
老
を
終

ふ
べ
し
。
此
れ
三
泰
な
り
。)
」
(「与
二微
之

一書
」
)
と
述
べ
る
。

東
林
寺
か
ら
は
錦
繍
谷

の
上
方
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
草
堂
は
そ
の
東
林
寺

の
上
方
に
あ
り
、
白
楽
天
は
暇
に
任
せ
て
、
こ
の
あ
た
り
を
よ
く
散
策
し
た
よ
う
で

3ーω

あ
る
。
名
所
の
錦
繍
谷

・
石
門
澗
は
か
な
り
の
高
所
で
、
断
崖
絶
壁
の
道
を
歩
か
ね
ば
な
ら
ず
、
杖
を

つ
い
て
の
歩
行
と
は
言
え
、
相
当

の
運
動
量
で
あ
る
。
ま
た
、

香
炉
峰
に
登

っ
て
雨
に
打
た
れ
た
詩
も
残
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
も
、
現
代

の
医
学
で
言
う
運
動
療
法
に
近

い
も

の
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
杖
を

つ
い
て
の
適
度

の
運
動
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク
か
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

の
楽
し
み
に
通
じ
よ
う
。

二
、
草
堂
建
設
の
事
前
十
分
計
画
と
経
済
的
裏
付
け

草
堂
建
設
は
、
白
楽
天
ら
し
い
綿
密

な
計
画
と
経
済
的
裏
付
け

の
も
と
に
実
行
に
移
さ
れ
た
。
「従
此
万
縁
都
擢
落
、
欲
捲
妻
子
買
山
居

(此
れ
よ
り

万
縁
都

は
い
ら
く

ふ
く
ろ
う

て
擢
落
し
、
妻
子
を
播
え
て

山
居
を
買
は
ん
と
欲
す
)」

(〇
九
四
四
)
、
「欲
作
雲
泉
計
、
須
営
伏
腰
資

(雲
泉

の
計
を
作
さ
ん
と
欲
せ
ば
、
須
ら
く
伏
膿
の
資
を

き

営
む
べ
し
)
」
(〇
九
四
七
)
、
「或
擬
盧
山
下
、
来
春
結
草
堂

(或

い
は
擬
す
盧
山
の
下
、
来
春
草
堂
を
結
ば
ん
と
)
」

(〇
九
五
二
)
と
繰
返
し
、
草
堂
生
活
の
計
画

を
詩
に
詠
む
。
彼
の
後
半

の
人
生
が
そ
う

で
あ

っ
た
よ
う
に
、
草
堂
を
作
る
に
当

っ
て
も
、
計
画
的
、
か

つ
慎
重
で
あ
る
。

白
楽
天
の
草
堂
生
活
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「春
有
錦
繍
谷
花
、
夏
有
石
門
澗
雲

、
秋
有
虎
渓
月
、
冬
有
鐘
峯
雪
」
と
、
「草
堂
記
」
に
は
四
季
の
描
写
が
あ
る
が
、
住
み
始
め
る
前
か
ら
そ
の
四
季
折
々
の

す
ば
ら
し
さ
を
予
測
も
し
て
い
る
。

草
堂
建
設
の
費
用
の
捻
出
に
あ
た

っ
て
も
十
分
な
経
済
的
裏
付
け
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。
長

い
浪
人
生
活
を
経
て
、
や

っ
と
官
僚
に
な
れ
た
喜
び
と
束

の
間
の
閑
居

の
喜
び
を
述
べ
た
詩
の
中
に

俸
銭
万
六
千

月
給
亦
有
余

俸
銭

万
六
千

月
給
り
て
亦
た
余
り
有
り

「常
楽
里
閑
居
、
偶
題
二十
六
韻

一
(以
下
略
)
」

(〇

一
七
五

貞
元
十
九

(八
〇
三
)
年

三
二
歳

長
安
)

と
あ
り
、
秘
書
省
校
書
郎

の
時
の
月
俸
は

一
万
六
千
銭

で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
江
州
司
馬
に
な
る
と

「歳
庫
数
百
石
、
月
俸
六
七
万
」

(「
江
州
司
馬
庁
記
」

一
四

七

一
)
と
あ
る
。
十
年
前

の
校
書
郎
の
と
き
の
四
倍
以
上
も
の
収
入
増
に
な
る
。
仮
に
、
今

の
三
十
二
歳
の
国
家
公
務
員
の
キ
ャ
リ
ア
組

の
月
給
が
四
十
万

(賞
与

込
み
)
だ
と
す
る
と
、
十
年
後

に
二
百
万
近
く
に
な

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
左
遷
の
憤
愚
も
少
し
は
和
ら
い
だ
の
で
は
な

い
か
。
校
書
郎

の
約
四
倍
の
給
料
に
、
歳

康
数
百
石
が
入
る
の
で
あ
る
か
ら
、
如
何
に
地
方
官

の
実
入
り
が
良

い
か
が
想
像
で
き
る
。
晩
唐
の
杜
牧
が
弟
の
病
気
治
療
費
を
稼
ぐ
た
め
に
地
方
官
を
志
願
し
た

のω

こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

ま
た
、
「東
林
寺
経
蔵
西
廊
記
」

(
一
四
七
七
)

に
は
、
「景
雲
律
師
塔
碑
」
を
撰
し
た
謝
礼
金
で
、
経
蔵

の
西
廊
下
を
作

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
か
な

り

の
高
額

の
礼
金
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
「長
恨
歌
」

の
白
学
士
様
と
し
て
の
名
声
に
よ
り
、
こ
う
し
た
副
収
入
も
多
か

っ
た

の
で
は
な
い
か
。
長
安
で
売
れ

っ
子
で

じ

き
ょ

あ

っ
た
詩
人
に
は
、
揮
毫
や
頼
ま
れ
て
作

っ
た
詩
や
文
に
も
多
額
の
謝
礼
が
入

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
「盧
侍
御
小
妓
乞
詩
。
座
上
留
贈

(盧
侍
御
が
小
妓

詩
を
乞
ふ
。

座
上
に
留
め
贈
る
)」

(〇
九
〇
七
)
等
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
今
で
も
大
学
教
授
が
給
与
以
外
に
副
収
入
と
し
て
原
稿
料
や
講
演
料
を
稼
ぐ

の
に
似
て
い

よ
う
か
。
加
え
て
、
司
馬

の
特
権
で
土
地
代
も
人
件
費
も
極
め
て
安
価
な
も

の
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

「祭
二盧
山

一文
」

(
一
四
五
二
)
に
は
、
「而
遺
愛
西
偏
、
鄭
氏
旧
隠
。
三
寺
長
老
、
招
予
此
居
。
創
新
堂
宇
、
疏
旧
泉
沼
、
或
来
或
往
、
棲
遅
其
間
。
(而
も
遺
愛

と
お

の
西
偏
に
、
鄭
氏
の
旧
隠
あ
り
。
三
寺

の
長
老
、
予
を
此
の
居
に
招
く
。
新
た
に
堂
宇
を
創
り
、
旧
き
泉
沼
を
疏
し
、
或

い
は
来
た
り
或

い
は
往
き
、
其

の
間
に
棲

遅
す
。)
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鄭
氏
の
旧
居
の
跡
に
草
堂
を
建
て
て
い
る
。
元
の
泉
や
沼
を
用
い
た
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
分
手
軽
に
作
れ
た
し
、
ま
た
、
鄭
氏
旧
隠

と
あ
る
だ
け
に
格
好
の
隠
居
場
所
で
あ

っ
た
。



三
、
そ

の
後

の
草
堂

草
堂
建
設
前
後

の
白
楽
天
の
行
動
を
ま
と
め
る
。

元
和
十

(八
〇
九
)
年
十
月

江
州
到
着

十

一
年
秋

草
堂
建
設
決
意

十
二
年
春

完
成

冬
は
行
き
に
く
い
の
で
、
春
を
待

っ
て
の
完
成
こ
れ
も
計
画
的

十
三
年
十
二
月

忠
州
刺
史

へ
赴

任

あ
れ
ほ
ど
愛
し
、
満
足
し
た
草
堂
で
あ

っ
た
が
、
あ
し
か
け
二
年
、
二
十
二
箇
月
足
ら
ず

の
草
堂
生
活

で
あ

っ
た
。
満
ち
た
り
た
半
隠

の
生
活
と
は
言
え
、
や
は

り
、
白
楽
天
に
と

っ
て
は
そ
れ
よ
り
も
官

途
が
大
切
で
あ

っ
た
。
今
ま
で
、
草
堂
で
の
十
分
に
満
足
し
た
生
活
を
述

べ
て
き
た
が
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
果

た
し
て
白
楽
天
の
本
心
か
と

い
う
と
、
疑

問
も
湧

い
て
く
る
。
草
堂
で
の
満
ち
足
り
た
生
活
を
率
直
に
表
明
し
て
い
る
面
も
あ
る
が
、
強

い
て
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
左
遷
の
憤
懲
を
晴
ら
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
ふ
と
感
じ
た
り
も
す
る
。
「な
る
よ
う
に
な
る
」
と

い
う
思

い
、
こ
の
ま
ま
こ
こ
で
朽
ち
果
て
る
の
も

運
命
、
こ
の
環
境
な
ら
そ
れ
も
良
し
と
自

分
に
言

い
聞
か
す
。
そ
の

一
方
で
、
皇
帝
の
下
、
国
事
に
奔
走
し
た

い
、
と
い
う
従
来
の
気
持
ち
も
湧

い
て
く
る
し
、
高

位
高
官

へ
の
未
練
も
断
ち
難
か

っ
た
の
で
は
な

い
か
。
忠
州
刺
史
を
拝
命
す
る
と
、
心
は
草
堂
生
活
か
ら
離
れ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
白
楽
天
は
草
堂
を
繰
り
返
し
詩
に
詠
む
。

「郡
斎
仮
日
、
憶

盧

山
草
堂

一
(以
下
略
)」

(
一
一
一
一

八

一
九
年
、
四
十
八
歳
、
忠
州
)
の
詩
で
は
、
草
堂
を
離
れ
た
直
後
に
回
想
し
て
い
る
。
こ
の
他
、

「銭
侍
郎
使
君
以
題
盧
山
草
堂
詩
見
寄
。
因
酬
之

(銭
侍
郎
使
君
の
盧
山
の
草
堂
に
題
す
る
詩
を
以
て
寄
せ
ら
る
。
因

つ
て
之
に
酬
ゆ
。)
」
(
一
二
五
〇

八
二

一
年
、

五
十
歳
、
長
安
)
の
詩
が
あ
る
が
、
当
時
、
草
堂
は
有
名
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

草
堂
と
別
れ
て
か
ら
五
年
後
、
白
は
杭
州
刺
史
と
し
て
赴
く
途
中
に
立
ち
寄
り
、
「題
別
遺
愛
草
堂
、
兼
呈
李
十
使
君

(遺
愛

の
草
堂
に
題
別
し
、
兼
ね
て
李
十

使
君
に
呈
す
)
」

(
一
三
二
二

八
二
二
年

、
五

一
歳
、
江
州
)

の
詩
を
残
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら

一
泊
し
た
だ
け
で
あ

っ
た
。
そ
の
前
後
は
空
き
家
に
な

っ
て

白
楽
天
の
草
堂
生
活

(25)
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い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
詩
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
。

「憶
二盧
山
旧
隠
及
洛
下
新
居

」

(二
五
四

一

八
二
七
年
、
五
六
歳
、
長
安
)
の
詩
で
は
、
都
長
安
で
洛
陽
の
新
居
と
と
も
に
か

っ
て
の
安
住
の
地
、
盧
山
草

堂
を
想
起
し
て
い
る
。
洛
陽
に
退
去
し
た
と
き
の
心
情
と
草
堂

の
建
設
時
の
心
情
の
類
似
を
示
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
洛
陽
履
道
里
の
粋
を
こ
ら
し
た
邸
宅
の
原
型

が
已
に
盧
山
草
堂
に
あ

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ぴ
ん
へ
ん

形
骸
偲
挽
班
行
内

骨
肉
勾
留
俸
禄
中

無
奈
墓
縁
随
手
長

亦
知
恩
愛
到
頭
空

草
堂
久
閉
盧
山
下

竹
院
新
抱
洛
水
東

自
是
未
能
帰
去
得

世
間
誰
要
白
頭
翁

形
骸
は

班
行
の
内
に
偲
挽
し

こ

ぷつ
り

ゅ
う

骨
肉
は

俸
禄

の
中
に
勾
留
せ
ら
る

いか
ん

は
ん
え
ん

奈
と
も
す
る
無

し

饗
縁

の
手

に
随
ひ
て
長
ぜ
し
を

亦
た
知
る

恩

愛
の
到
頭
空
な
る
を

草
堂
久
し
く
閉
づ

盧
山

の
下

な
げう

竹
院
新
た
に
抱
つ

洛
水
の
東

自
ら
是
れ

未
だ
能
く
帰
り
去
る
を
得
ず

世
間
誰
か
要
せ
ん

白
頭
の
翁

(26)

 

最
後
に
草
堂
が
詠
ま
れ
た
詩
を
挙
げ
る
。

寄
題
盧
山
旧
草
堂
、
兼
呈
二
林
寺

道
侶

三
十
年
前
草
堂
主

而
今
錐
在
髪
如
紐

登
山
尋
水
応
無
力

不
似
江
州
司
馬
時

漸
伏
酒
魔
休
放
酔

盧
山
旧
草
堂
に
寄
題
し
、
兼
ね
て
二
林
寺

の
道
侶
に
呈
す
。

(三
四
七
二

八
四
〇
年
、
六
九
歳
、
洛
陽
)

三
十
年
前

草
堂
の
主

じ

こ
ん

而
今
在
る
と
錐
も

髪
は
糸

の
如
し

山
に
登
り
水
を
尋
ぬ
る
に

応
に
力
無
か
る
べ
く

江
州
司
馬
の
時
に
似
ず

や

漸
く
酒
魔
を
伏
し

放
酔
を
休
む
も



猶
残
口
業
未
抱
詩

猶
ほ
口
業
を
残
し
て

未
だ
詩
を
抱
て
ず

君
行
過
到
鐘
峯
下

君
行
き
て

鐘
峯
の
下
に
過
ぎ
到
ら
ば

為
報
東
林
長
老
知

為
に
東
林
の
長
老
に
報
じ
て
知
ら
し
め
よ

『白
香
山
詩
集
』
(後
集
巻
十
六
)
に
は

た
の

此
詩
薦
銭
知
進
侍
御
、
往
題
草
堂
中
也
。
(此
の
詩
銭
知
進
侍
御
に
薦
み
て
、
往
き
て
草
堂

の
中
に
題
せ
し
む
る
な
り
。)

の
注
が
あ
る
。
こ
の
時
は
、
た
ま
た
ま
何
か
の
事
情

で
銭
侍
御
が
江
州
に
赴
く
用
事
が
あ
り
、
そ
れ
に
託
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
二
十
年
以
上
経

っ
て
か

ら
も
、
こ
と
づ
け
を
し
て
草
堂
に

「寄
題
」
し
て
い
る
。
愛
し
た
も
の
へ
繰
返
し
追
慕
の
情
を
述
べ
る
の
は
白
詩

の
特
徴
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
は
、
六
十
八

歳
で
中
風
に
罹

っ
た
直
後

の
作

で
、
江
州

の
時
に
比
べ
体
力
は
衰
え
、
身
は
老

い
て
、
酒
も
節
制
し
て
い
る
が
、
詩
作
だ
け
は
、
今
も

っ
て
健
在
と
謳
う
。

白
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
草
堂
で
の
生
活

は
終
生
忘
れ
難
か

っ
た
よ
う
で
、
こ
の
よ
う
に
繰
返
し
草
堂

へ
の
思
慕
を
詠
ん
で
い
る
。

付
記

盧

山

・
白
楽
天
草
堂

・
東
西
林
寺
訪
問
記

(27)

 

二
〇
〇
八
年
八
月
、
盧
山
の
花
径
公
園
、
白
居
易
紀
念
館
を
訪
れ
た
が
、
元
の
花
径
公
園
は
近
く
の
人
造
湖
の
底
と
聞
く
。
た
だ
し
、
当
時
の
遺
跡
は
移
築
さ
れ

て
当
時
を
偲
ぶ
こ
と
は
で
き
る
と
云
う
。
近
く
に
白
楽
天
の
草
堂
が
再
建
さ
れ
て
い
た
が
、
場
所
は
全
く
異
な
る
。
再
現
さ
れ
た
草
堂
前
に
は
、
白
楽
天
の
像
が
有

り
、
草
堂
の
前
に
は
と

っ
て
つ
け
た
よ
う

な
池
が
あ
り
、
白
蓮
が
咲
き
、
水
面
に
は
数
セ
ン
チ
ほ
ど
の
白

い
小
魚
が
泳
い
で
い
た
。
「環
池
多
山
竹

・
野
卉
」
「池
中

生
白
蓮

・
白
魚
」

(「草
」)
を
模
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

実
際
の
草
堂
は
東
林
寺
か
ら
さ
ら
に
数
キ
ロ
上
方
に
あ
る
と

い
う
。
東
西
林
寺
は
、
郊
外
に
あ

っ
て
訪
問
客
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
こ
に
記
念
館
を
建
て
て
も
無

駄
で
あ
ろ
う
。
地
元
の
ガ
イ
ド
の
話
で
は
、
北
香
炉
峰
近
く
の
草
堂
跡
は
、
今
は
雑
草
を
か
き
分
け
て
行
く
の
で
見
た
目
以
上
の
時
間
が
か
か
る
と
の
こ
と
。
ガ
イ

ド
の
話
に
よ
る
と
、
石
垣
が
今
も
残
り
、
唐
代

の
陶
磁
器
の
破
片
も
あ
る
と
の
こ
と
。
な
お
、
渡
部
英
喜
氏

『漢
詩
の
故
里
』

(新
潮
選
書
)
に
、
草
堂
跡
を
訪
れ

た
体
験
記
が
あ
る
。

白
楽
天
の
草
堂
生
活



大
手
前
大
学
論
集

第
9
号

東
林
寺
付
近

の
慧
遠
、
陶
淵
明
の

「虎

渓
三
笑
」
で
有
名
な
元
の
橋
は
洪
水
で
流
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
現
在

の
も
の
は
場
所
を
代
え
て
架
け
ら
れ
て
い
る
が
、

「虎
渓
三
笑
」

の
山
水
画
な
ど
に
み
る
立
派
な
橋
や
山
水
と
違

い
、
小
さ
な
粗
末
な
橋

で
あ
り
、
周
り
に
は
山
水
画
で
見
る
よ
う
な
切
立

っ
た
岩
や
深

い
谷
は
無
か

っ

た
。
絵
師
の
誇
大
な
想
像

の
筆

に
我
々
も
知
ら
ず
に
感
化
を
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
元

の
橋
が
有

っ
た
と

い
う
所
は
、
洪
水
で
水
脈
が
変
わ
り
、
洞
れ
て
い
た
。

*
本
稿

は

二
〇
〇

八
年

八
月

五
日

の
早
稲

田
大
学

日
本

宗
教

文
化

研
究

所
主
催

「慧

遠

と
白
居

易
」

盧
山

セ

ミ
ナ

ー

(盧

山
国
脈

賓
館

)

題

目

で
発
表

し
た

も

の
に
大

幅

に
書
き

足

し
た
も

の
で
あ

る
。
席

上

、
種

々

の
助

言

を
戴

い
た
方

々
に
御
礼

を
申

し

上
げ

る
。

*
*

『白
氏

文
集

』

は
、

「
那
波

本
」

を
使

用
し

た
。

詩
番

号
、

制
作

年
等

は
、

花
房

英
樹

『白

氏
文

集

の
批
判

的
研

究
』

(朋
友

書

店
)
に
於

い
て
、

「
盧
山

と
白

居
易
」

の

に

よ

っ
た

。

(28)


